
テーマ：マジックであそぶ  ねらい：表現力、楽しんでもらう心 
時間 担当 項  目 ・ 内  容 準備品 
 （  ） １、集まってくる間 

○つどいの中の工作物２種を、いくつか作っ

ておき、自由にさわって遊べるようにしてお

く 

工作物 

（２種類） 

０ 

（10） 

（  ） ２、開会 

①はじまりのことば 

（セレモニーの説明もする） 

②セレモニー（お届け、天地書附など） 

 

10 

（５） 

（  ） ３、わたしは予言者（導入のマジック） 

①全員、手元がみえるように、円形に座って

もらう 

②アカ、ミドリ、キイロの３色のカードを並

べる。そばに、ふうとうとマッチ箱をおく 

③誰か１人を選び、好きな色のカードの上に

マッチ箱をおいてもらう 

④アカを選んだときは、赤色の紙裏に「あな

たは、アカをえらぶ」と書いておき、アカ色

の紙をめくってもらう。ミドリを選んだとき

は、「あなたはミドリをえらぶ」と書いた紙を

マッチ箱の中に入れ

ておき、マッチ箱をあ

けてもらう。キイロを

選んだ時は「あなたは

キイロをえらぶ」と書

いた紙を、ふうとうの

うをあけてもらう。 

※事前に、３枚の「あな

中に入れておき、ふうと

たは○○をえらぶ」

を作っておくので、どこに何をかくしたか、

間違えないようにする。 

３色のカード

（３） 

ふうとう（１） 

マッチ箱（１） 

「○○をえ

らぶ」のカー

ド３枚 

（５） （  ） さがし  ４、わたしは予言者のタネ

①手品には３つの大原則がある。 

（書いたものを見せる） 
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・やる前に説明しない 

・タネあかしをしない 

・二度やらない 

② し原則をまげて、今の手

言ってもらう） 

でも、今回は、少

品のタネを考えてみよう。 

③（みんなにタネを考えて、

④（タネあかしをする） 

20 

（５） 

（  ） しのマジック） ５、箱から人形（タネさが

①箱と、箱に入る大きさの人形を用意する。

人形をハリガネでしばり、ハコの上に少し出

るようにし、先をまげておく。 

 
②上図のようにセットしておき、フタを箱の

と、中に人形があらわれる。 

箱１ 
 

 

下側にかぶせ、ハリガネの曲げてあるところ

を、見ている人に分からないようにのばして、

人形をおとす。 
③箱のフタをとる

④（みんなにタネを考えて、言ってもらう） 
⑤（タネあかしをする） 

人形１

ハリガネ

ペンチ 

25 

（15） 

（  ） 工作） 

 

②裏返して、図のように

６、マジックカード作り（

①紙を 12 等分して、図

のように ABC を書く。 

（絵でも可） 

BCD を書き、真ん中を切り込む。（太線部） 
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③切り込みを右に開いて、裏へおり、左から

順に２回折り込む。 

 

④全部 Bにする。 

 

⑤裏返してすべて A の中央をセロテープでと

める。 

 

⑥とじてひらくと、すべて C、とじて山をひ

らくと全て D など、次々とパターンが変化す

る。 
40 

（10） 

（  ） ７、ゆびしばりのマジックを演じる（練習） 

①両手の親指をひもでしばっているのに、そ

本）まず、両手の親指をひもでしばっ

を合わせて、しばってもらう。 

ひも 
ひもで作った輪 

の間を、輪がすりぬけて通るという手品の練

習をしよう。 

②（見

てもらう。このとき、両手の親指のつけ根に

ひもをかけておくようにする。 

③見えないように、中指でひもの先を押し下

げておき、両手

④あとは、うまく輪をなげてもらって、くぐ

りぬけさせる練習をする。うまくゆるめて片
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方の親指をぬき、また、すばやく元に戻す練

習である。 

 

※タテの棒をくぐりぬける方法もある。 

50 

（10） 

（  ） ８、入れかわり（ゲーム） 
①全員、円形に座り、代表１名が中央に入っ

て目かくしをする。 

②リーダーは、円形のうちの２人にスズなど、

さ

うに席を入れ替

）は、音や気配で、こ

うけたりすると良い。 

目かくしタオル 
すずなど 

動くと音を立てやすいものをわたす。わた

れた２人は、音を立てないよ

わる。 

③代表（目かくしの人

こぞと思うところを指さし、「そこだ！」など

と叫ぶ。うまくあたったら、代表を交代する。 

※叫ぶ回数を決めたり、席を入れ替わる時間

制限をも

60 

（15） 

（  ） ９、折りたたみパズル（工作） 

①正方形の紙を 16 等分して、図のように数字

を書く。（絵柄でも可） 

 

紙 
フェルトペン 
カッターナイフ 
ものさし 

わかば595号（1997.10）

4



②裏返して、図のように数字を書き、中央４

マス分を切り取る。 

 

③折り目を付けて折りたたみ、同じ図柄（数

字）が４つそろう方法を工夫して考える。 

 

※６種類すべてそろいます。 
75 

（10） 

（  ）

①手品・マジックは、不思議だが、もっと不

思議なのは人の心である。 

②自分の心が、自分でどうにもならぬことが

ある。自分の心で苦しんだり、楽になったり

する。（例話を入れる） 

が大切である。

 10、お話ティータイム 

③お願いして、させてもらう心

大きな力となる。 

85 

（５） 

90 

（  ）

書附など） 

 11、閉会 

①セレモニー（お届け、天地

②おわりのことば 

・作品を持ち帰って、家の人にして見せてあ

げよう。 
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